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〔編集後記〕

『鷹・鷹場・環境研究』 2号をお届けいたします。本号では、研究会メンバーから論文2本、研究報告

2本、書評2本、史料紹介2本、および大坪舞氏（佐世保工業高等専門学校講師）の特別寄稿論文を掲載

することができました。相互の内容が隣接していて、とても充実した号になったと自負しております。古

代から中世にかけての放鷹文化が連続または非連続する諸相のなかで、 16世紀後半から 17世紀前半に

かけての鷹狩の大流行は、権威ある公家や上流の武家といった権力者のみならず、一般的な武士たちまで

が鷹狩の知識や技術を共有化しているという文化状況を生み出し、それらの「知」をもとに鷹書が編まれ

たり、家職化をはかる鷹匠が展開していく過程があったりなど、さまざまに思いをめぐらすことができる

豊かな内容です。これらの研究を環境分析へとつなげていくことが課題ですが、鷹研究の奥深さを改めて

感じた次第です。ご多忙のなかご執筆いただきました皆様には、改めて心よりお礼申し上げます。

さて、科研2年目を終えました。本研究の大きな使命で、あった第1次モンゴノレ調査隊を無事に派遣する

ことができました。鷹狩のルーツといわれるモンゴルの狩猟技術やそれが営まれる環境を実見で、きたこと

は、日本の鷹狩文化を考えていくうえで大きな示唆を得ることのできる貴重な体験でした。しかしながら、

課題も残りました。モンゴルにおいて実際の鷹猟を体験するためには、冬が本格化する時期に調査に出向

かなければなりませんが、日程調整の難しさを感じています。とはいえ、来年度のさらなる飛躍にむけて

研究体制を充実させていきたいと考えています。ご意見・ご感想、また様々な情報など、ぜ、ひともお寄せ

いただけますと幸いです（ち）。
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